










































 Ruff (2008)に準拠して、J を推定体重×骨長 2 で、TA
を推定体重で標準化した。 
 内外側の相対的な頑丈性の違いを比較するために、腓骨
と脛骨の J の相対値（J fibula/J tibia）と、各第 2-5 と第
1 中足骨の J の相対値 (J MT2-5/J MT1)を求めた。 
 統計解析には 2 群の平均値を Welch の t 検定で比較し
た。脛骨/腓骨と各中足骨との形態的関連性を求めるため
に、J fibula/J tibia と J MT2-5/J MT1 との相関を
Spearman の順位相関係数を用いて求めた。 
図．中足骨の標準化した断面積の現代人と縄文時代人との
比較         **：p < 0.01、MT：中足骨 
 
【結果】第 1 中足骨を除いた全ての骨で縄文時代人が現代
日本人よりも TA と J が有意に大きい傾向を示した。
Imax/Imin には集団間の差を認めなかった。J fibula/J 
tibia および J MT2/J MT1、J MT3/J MT1、J MT4/J MT1、
J MT5/J MT1 はすべて縄文時代人で有意に大きい。J 
fibula/J tibia と J MT2-5/J MT1 の相関を求めた結果、縄
文男性の J fibula/ J tibia と J MT5/J MT1 間のみで有意










 本研究では J fibula/J tibia と J MT5/J MT1 の間に有
意な相関関係を認めた。この結果から、現代人と比較して
より活動性が高い縄文時代人では、下腿部と中足骨の外側
部に類似した動作によって荷重負荷がかかっていた可能
性がある。 
 
【結論】縄文時代人では中足骨が頑丈な傾向を示した。下
腿部外側を構成する腓骨が相対的に頑丈な縄文時代人で
は、前足部外側を構成する第 5 中足骨が相対的に頑丈な傾
向を示し、両者の間には相関が認められた。  
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